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旧
大
間
野
村
の
「
元
禄
八
年
」
の
検
地

秦
野

秀
明

は
じ
め
に

『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』（
1
）

に
は
、「
七
左
衛
門
村
枝
郷
越
巻
村
附

持
添
新
田
」
の
記
載
と
し
て
、「
七
左
衛
門
村
よ
り
分
村
す
」
と
あ
る
。

ま
た
、
「
七
左
衛
門
村
枝
郷
大
間
野
村
附
持
添
新
田
」
の
記
載
と
し

て
、
「
大
間
野
村
も
七
左
衛
門
村
の
分
村
に
て
」
と
あ
り
、
「
越
巻
村
」

と
「
大
間
野
村
」
は
「
七
左
衛
門
村
」
よ
り
分
村
し
た
来
歴
が
判
明
す

る
。さ

ら
に
、
「
七
左
衛
門
村
」
及
び
枝
郷
で
あ
る
「
越
巻
村
」
と
「
大

間
野
村
」
の
「
検
地
」
が
実
施
さ
れ
た
年
代
を
、
同
書
（

1
）

は
以
下
の

よ
う
に
記
載
し
て
い
る
。

①
「
七
左
衛
門
村
」

「
検
地
の
年
代
は
前
村
に
同
じ
（
※

筆
者
注

元
禄
八
年
）（
2
）

②
「
七
左
衛
門
村
枝
郷
越
巻
村
」

「
検
地
の
年
代
は
前
村
に
同
じ
（
※

筆
者
注

元
禄
八
年
）（
2
）

③
「
七
左
衛
門
村
枝
郷
大
間
野
村
」

「
検
地
は
元
禄
十
年
酒
井
河
内
守
糺
す
」

以
上
の
よ
う
に
、

「
七
左
衛
門
村
」
及
び
枝
郷
で
あ
る
「
越
巻
村
」
に
お
い
て
は
、
「
元

禄
八
年
（
一
六
九
五
）
」
に
「
検
地
」
が
実
施
さ
れ
、
同
じ
く
枝
郷
で

あ
る
「
大
間
野
村
」
の
み
が
「
元
禄
十
年
（
一
六
九
七
）
」
に
「
検
地
」

が
実
施
さ
れ
た
事
実
が
、『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』（
1
）

の
記
載
に
よ
り

判
明
す
る
。

「
元
禄
八
年
」
の
検
地

旧
大
間
野
村
に
該
当
す
る
地
に
、
旧
家
で
あ
る
「
Ａ
家
」
が
存
在
し
、

現
在
も
古
文
書
群
を
所
有
さ
れ
て
い
る
。

平
成
二
十
一
年
（
二
〇
〇
九
）
一
月
二
十
六
日
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
越
谷

市
郷
土
研
究
会
の
加
藤

幸
一
氏
は
、

解
読
者

鈴
木

秀
俊
、
記
録
者

加
藤

幸
一
と
し
て
、

「
元
禄
八
亥
御
検
地
御
水
帳
、
小
抜
書
抜
」

（
表
紙
）

「

安
永
二
巳
年
正
月

元
禄
八
亥
御
検
地
御
水
帳
、
小
抜
書
抜
」

を
記
録
さ
れ
た
が
、
未
公
表
で
あ
っ
た
。



2

令
和
三
年
六
月
十
日
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
越
谷
市
郷
土
研
究
会
「
地
誌
研

究
倶
楽
部
」
の
「
巡
検
（
案
内

加
藤

幸
一
氏
）
」
に
参
加
し
た
筆
者

は
、
旧
家
で
あ
る
同
「
Ａ
家
」
を
訪
問
さ
せ
て
頂
い
た
際
、
「
元
禄
八

亥
御
検
地
御
水
帳
、
小
抜
書
抜
」
の
原
本
を
、
所
有
者
の
ご
厚
意
に
よ

り
拝
見
さ
せ
て
頂
く
機
会
を
得
た
。

こ
の
原
本
を
閲
覧
し
た
筆
者
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
越
谷
市
郷
土
研
究
会

の
会
報
『
古
志
賀
屋
』
第
十
九
号
で
「
越
谷
地
名
大
全
」（
3
）

を
発
表

し
、
現
在
の
越
谷
市
内
に
該
当
す
る
村
々
の
「
検
地
」
の
実
施
年
代
を

ま
と
め
て
い
た
経
験
に
よ
り
、
「
大
間
野
村
」
に
お
い
て
実
施
さ
れ
た

「
検
地
」
は
、『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』（
1
）

に
記
載
さ
れ
た
元
禄
十
年

で
は
な
く
、
「
七
左
衛
門
村
」
及
び
枝
郷
で
あ
る
「
越
巻
村
」
と
同
様

に
、
元
禄
八
年
に
「
検
地
」
が
実
施
さ
れ
て
い
た
可
能
性
を
発
見
し
た
。

結
び
に
か
え
て

安
永
二
巳
年
（
一
七
七
三
）
正
月
に
、「
元
禄
八
亥
御
検
地
御
水
帳
」

を
小
抜
書
抜
し
た
文
書
で
あ
る
「
元
禄
八
亥
御
検
地
御
水
帳
、
小
抜
書

抜
」
の
各
分
野
の
専
門
家
に
よ
る
精
査
は
、
未
だ
な
さ
れ
て
い
な
い
。

ま
た
、
「
大
間
野
村
」
に
お
い
て
実
施
さ
れ
た
「
検
地
」
は
、
『
新
編

武
蔵
風
土
記
稿
』（
1
）

に
記
載
さ
れ
た
元
禄
十
年
で
は
な
く
元
禄
八
年

で
あ
っ
た
の
か
、
ま
た
は
、
元
禄
八
年
と
元
禄
十
年
の
「
二
度
」
で
あ

っ
た
の
か
も
不
明
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』（
1
）

の
記
載
に
よ
れ
ば
、
「
大
間

野
村
」
と
東
隣
の
境
を
接
す
る
「
蒲
生
村
」
の
「
西
分
（
※

筆
者
注

蒲

生
村
の
大
凡
、
西
の
半
分
の
地
域
）
」
の
「
検
地
」
の
実
施
は
、
元
禄

十
年
に
酒
井
河
内
守
に
よ
っ
て
な
さ
れ
、
そ
の
「
蒲
生
村
」
の
北
隣
の

境
を
接
す
る
「
登
戸
村
」
の
「
検
地
」
の
実
施
も
、
元
禄
十
年
に
酒
井

河
内
守
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
お
り
、『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』（
1
）

に
記

載
さ
れ
る
「
大
間
野
村
」
の
元
禄
十
年
の
「
検
地
」
の
実
施
も
、
地
理

的
に
は
必
ず
し
も
不
合
理
で
は
な
い
。

注
（

1
）
文
政
十
三
年
（
一
八
三
〇
）
成
立

（
一
九
六
三
）
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
［
第
三
期
］
第
十
巻
、

雄
山
閣

（

2
）
注
（

1
）

「
四
丁
野
村

[

中
略]

検
地
は
元
禄
八
年
酒
井
河
内
守
改
む
」

（

3
）
秦
野

秀
明
（
二
〇
二
〇
）
「
越
谷
地
名
大
全
」

『
古
志
賀
谷
』
第
十
九
号
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
越
谷
市
郷
土
研
究
会

五
五
～
七
一
頁
（
越
谷
市
立
図
書
館
蔵
）


